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農政課農業振興グループ　
緯２９８－１１１１（内線２３５・２３６）問い合わせ

イノシシに注意！
　市内では、戸多地区、芳野地区、瓜連地区でイノシシによる農作物被害が多発しています。最近
では、神崎地区、額田地区、木崎地区でも目撃情報や被害が出始めています。
　那珂市有害鳥獣捕獲隊による捕獲を実施していますが、イノシシは天敵が少なく、繁殖力が強い
ため、市が実施する捕獲だけでは不十分です。そのため、市民の皆様が被害にあわないように自衛
していただくことが非常に重要となります。
　被害を防ぐためには、まずイノシシの餌となる不要な果実や野菜の処分、隠れ場所となるヤブの
刈り払いなどの対策を行い、イノシシを寄せ付けない環境づくりを地域ぐるみで行うことが大切で
す。
　また、イノシシの被害を防止するための電気柵などの侵入防止柵を設置する場合には、設置効果
を高めるため地域ぐるみで行いましょう。

※被害防止設備（電気柵、防護柵など）の購入に対して、市では補助金を交付していますので農政
課へご相談ください

イノシシが嫌がる環境づくり（イノシシを近づけない）
●くず野菜や熟して落ちた果実を放置しない。
　（放置することは、イノシシへの餌付け行為です）

●稲作の収穫後、田おこしを行い、二番穂を食べさせないようにする。

●イノシシは、耕作放棄地を一時的なすみかや餌場にしているので、
耕作放棄地や身を隠せる茂みをなくし、イノシシを作物から少しで
も遠ざける。

●作物は見えないように隠す。

●山林の下刈りを行い、見通しを良くする。

●獣道を定着させない。
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イノシシの生態や防除方法

◎茨城県の鳥獣害に関する情報
　茨城県農林水産部産地振興課エコ農業推進室ホームページ
　http://www.pref.ibaraki.jp/nourin/econou/contents08.html

◆防除方法（イノシシを侵入させない）
内　　　容防除方法

地域によっては効果が認められますが、イノシシが飛び越える、押し倒す、鼻で持ち上げ
るなど侵入される場合も多くあります。
囲う場合は、隙間を作らないようにしましょう。川べりの水田でも、川から侵入されるこ
とがあります。

ト タ ン 板

強度に問題があるため、破かれて侵入されることも多くあります。ネ ッ ト

地域によっては効果が認めらますが、接地面を打ち込むなどの補強がなければ、下から侵
入されてしまいます。また、牙を使って針金が切断される例も多くあります。１０センチ
メートル以内の丈夫な編み目を使用しましょう。
視覚的な遮断効果がなく、イノシシから農作物が見えてしまいます。

金　 網

強度があり、効果が認められますが、金網同様、視覚的な遮断効果がないために、イノシ
シがしつこく侵入を試みます。一般的に市販されている規格（高さ１メートル）では飛び
越えられてしまうことがあります。

ワイヤーメッシュ

効果は高いが、失敗例も多くあります。イノシシが電気ショックを受けて驚き、瞬間的に
前方へ走り出してしまうことがあり、侵入を許すだけでなく、電気柵も壊されてしまうこ
とがあります。電線の隙間が広く、幼個体はくぐり抜けてしまいます。通電を常に確認
し、下草が伸びて電線に接触しないよう注意しましょう。

電 気 柵

◆イノシシの生態
内　　　容生態・能力

イノシシには猛烈な勢いで突き進むイメージがありますが、実はイノシシが突進してくる
ということは、あまりありません。イノシシは、非常に警戒心が強く、慣れた場所でも周
囲をよく確認してから行動します。
オスは単独行動し、メスと子は一緒に行動します。また、山の高いところに生息している
イメージですが、実は集落周辺の里山にすむ動物です。行動範囲は、数平方キロメートル
から数十平方キロメートルに及びます。

行動パターン

イネや芋類が好物です。人間と同じものを好んで食べるので、果物やたけのこなども食べ
ます。イネも歯でしごくようにして食べます。嗜 好

年に平均４頭から５頭を出産します。
イノシシの全体個数を減らそうとすると、５０％以上捕獲しないと、次の年に全体個数が減
らないといわれています。

繁 殖 力

１メートル以上の高さを助走なしで飛び越えることができます。１歳未満の子イノシシで
も、田畑を囲うのに使われているトタン板の高さ（６５センチメートル）を飛び越えること
ができます。

跳 躍 力

メスは６０キログラム程度、オスは７０キログラム程度の重さを持ち上げることができます。力　 量

泳げます。川も渡ります。泳　 力
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「精神保健福祉士」
「管理栄養士」を紹介します!

◆市民の健康づくりスタッフ◆

　精神保健福祉士は、国家資格であり精神科ソーシャルワーカー（ＰＳＷ）とも呼ばれています。精神的な障がい
を抱える人の生活問題や社会問題の解決のための援助を行い、社会参加に向けての支援活動を通して、その人らし
い生活の獲得を目標としています。
　精神保健福祉士が働く職場は多岐にわたり、病院（精神科、介護療養型医療施設など）、介護保険施設（介護老人
保健施設、グループホームなど）、保健福祉行政機関（市町村、保健所など）、司法施設（保護観察所など）、および
教育現場や企業などでソーシャルワーカーとして相談業務を行っています。
　平成２６年７月現在の茨城県精神保健福祉士会会員は２２３人で、主に医療機関、障害福祉サービス事業所、救護施

設、行政機関、高齢者（介護保険）施設、社会復帰施設、ハローワーク、大学などで
業務を行っています。その他、精神保健福祉士会に加入せずに業務を行っている精神
保健福祉士もいます。
　行政機関（県・市町村）における精神保健福祉士は、保健所、精神保健福祉センター、
福祉事務所、児童相談所、市町村保健センター、包括支援センターなどで業務を行っ
ています。
　那珂市では平成１９年度から健康推進課（保健センター）と社会福祉課（福祉事務所）
に精神保健福祉士を１人ずつ配置して、こころの相談などに対応しています。

■那珂市の精神保健福祉士はどんなことをしているの？

健康推進課健康増進グループ
（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
緯２７０－８０７１

問い合わせ

■精神保健福祉士ってどんな人？

◆那珂市の精神保健福祉士◆

佐藤　英二健康推進課
（保健センター）

川又　ひろ子社会福祉課
（福祉事務所）

◎こころの健康相談や保健福祉相談、電話による相談、窓口

での相談、家庭訪問、自殺予防対策教室の実施

◎精神科病院や司法施設などとの調整会議への参加、地域活

動支援センター職員への活動支援や利用者に対する個別相

談および家庭訪問など

★健康推進課（保健センター）では

◎障がい者の医療や生活に関することの相談や支援（育成医

療、更生医療、精神通院医療、障害者手帳、各種手当、　扶

養共済など）

◎精神科病院、司法施設、障害者福祉サービス事業所などと

の連絡・調整会議への参加、災害時の要援護者支援に関す

ること、障がい者虐待防止および虐待防止センターに関す

ること

★社会福祉課（福祉事務所）では
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　管理栄養士は、厚生労働大臣の免許を受けて、病人に対する療養のために必要な栄養の指導などを業務としてい
ます。また、福祉施設などにおいて、給食管理や栄養管理上の必要な指導も行っています。
　管理栄養士は幅広く「食」や「栄養」に関わる仕事をしており、働く場は多種多様です。平成２３年度の国の調査
における管理栄養士の職場は、病院、工場や事業所、福祉施設、介護保険施設、
学校、行政機関、その他の施設となっています。
　行政機関（県・市町村）では、保健所、保健センター、病院、学校、学校給
食センター、保育所などに勤めています。
　那珂市では、平成１０年度から健康推進課（保健センター）に管理栄養士を配
置し、現在は３人体制（臨時職員含む）で市民の健康づくりを担当しています。

■管理栄養士ってどんな人？

■那珂市の管理栄養士はどんなことをしているの？

　生活習慣病（糖尿病、
脳卒中、心臓病、高血圧、
腎臓病、肥満など）は、
食生活で予防できること
から、健診結果をもと
に、一人ひとりのからだ
に合わせた栄養指導と相
談を行っています。栄養
指導と相談は、家庭を訪
問したり保健センターに来所していただいたり、ご
希望に応じて行っています。また、地域での健康教
室や出前講座などで、健康と栄養についての話をし
ています。
　健康なからだづくりの目標は、自分の健康を守る
ために、自分のからだに合わせた食事が摂れるよう
にすることです。その判断をするための情報をお伝
えしながら、市民の皆さまとともに健康づくりを進
めています。

★成人や高齢者の健康づくり
　「食」の大切さは、胎児期
からスタートします。その
ため、妊婦さんに対して貧
血・高血圧・高血糖になら
ないための食事について、
栄養がきちんと摂れるよう
に栄養のバランス、目安量
などの指導をしています。
　また、乳幼児の保護者に対しては、乳幼児の発達発
育に合わせた食の進め方や卒乳対策、ベビーフードの
利用方法、野菜の調理方法など、子どもの発達状況や
家族の生活に合わせた栄養指導や相談を実施していま
す。さらに、保育所・幼稚園の園児や保護者に対して
も、健康・食・栄養などの話をすることもあります。
　大人になる準備期間としての子どもの食は、これか
らの健康を左右するものです。子どもにも保護者にも
自分のからだに合った栄養の摂り方や工夫などを今後
も伝えていきます。

★母子の健康づくり

管理栄養士名担当地区（カッコ内は自治会）名

和田　圭子
神崎、菅谷（鷺内・下宿下・下宿上・一の
関・原福田・仲福田・下福田）、五台、戸
多、芳野、木崎

三田寺　亜希子
額田、菅谷（東組・寄居・仲之内、堀之内、
ときわ台、菅谷中宿、上宿第一、上宿第二、
上宿第三、かしま台）、瓜連

手島　景子市内全域

◆那珂市の管理栄養士◆

市民の皆さまの食と健康をサポートします！
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歴史民俗資料館だより

昭
和
四
年
陸
軍
特
別
大
演
習
と

　
　
昭
和
天
皇
の
五
台
村
御
巡
幸

1 9

〜「
巡
幸
永
念
の
碑
」は
ど
こ
に
消
え
た
？
〜

　

五
台
村
（
現
那
珂
市
）
に
は
、
鎮
守
吉

田
神
社
や
根
本
正
の
生
家
、
そ
れ
に
隣
接

す
る
郷
士
で
あ
っ
た
後
藤
家
、
清
水
寺
、

水
戸
藩
の
軍
事
調
練
場
で
あ
っ
た
清
水
原

　

な
ど
数
多
く
の
歴
史
的
財
産
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
五
台
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成

　

年
１
月
１
日
発
行
の
広
報
な
か
「
水
鳥

２５⑯
」
で
「
東
木
倉
村
絵
図
に
見
る
村
の
景

観
」
と
題
し
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
昭
和
４
年
（
１
９

は
じ
め

は
じ
め
にに

２
９
年
）
の
昭
和
天
皇
の
御
巡
幸
が
あ
っ

た
事
実
お
よ
び
そ
の
関
連
事
項
を
紹
介
し

ま
す
。

　

資
料
は
昭
和　

年
（
１
９
４
２
年
）
に

１７

茨
城
県
師
範
学
校
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
常

陸
行
幸
紀
事
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
に

よ
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
地
元
東
木
倉
の
根

本
喜
代
寿
さ
ん
、
中
台
の
根
本
三
代
造
さ

ん
か
ら
の
聴
き
取
り
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
昭
和
天
皇
の
御
巡
幸
は
、
昭
和
４

年
（
１
９
２
９
年
）　

月　

日
か
ら　

日

１１

１５

１８

ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
陸
軍

特
別
大
演
習
の
際
に
な
さ
れ
た
も
の
で

す
。
特
別
大
演
習
は
毎
年
１
回
行
わ
れ
、

天
皇
が
親
し
く

統
監
す
る
も
の

で
す
。

　

昭
和
天
皇

は
、　

月　

日

１１

１４

午
後
に
大
本
営

　

と
な
っ
た
茨

城
県
庁
に
到
着

さ
れ
ま
し
た
。

（
現
在
の
三
の

丸
庁
舎
で
す

が
、
こ
の
県
庁

舎
完
成
は
翌
昭

和
５
年
で
す
か

ら
未
完
成
の
ま

ま
で
大
本
営
が
置
か
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
）

　
　

日
に
東
（
南
）
軍
が
白
川
義
則
司
令

１７
官
、
西
（
北
）
軍
が
井
上
幾
太
郎
司
令
官

と
両
司
令
官
の
指
揮
の
下
で
行
わ
れ
た
大

演
習
を
視
察
さ
れ
た
後
に
、
常
陸
太
田
市

の
西
山
荘
や
太
田
尋
常
小
学
校
を
行
幸
さ

れ
ま
し
た
。
太
田
尋
常
小
学
校
で
は
大
演

習
の
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
は
水
戸
堀
原
練
兵
場
（
現
茨
城
県

１８
営
野
球
場
脇
）
で 
観  
兵 
式
   
　

が
行
わ
れ
、

か
ん 
ぺ
い 
し
き

そ
の
後
水
戸
高
等
学
校
に
設
け
ら
れ
た
賜
   
し

 
饌 
場　

で
天
皇
陛
下
か
ら
食
事
を
賜
わ
り

せ
んま

し
た
。
そ
の
後
、
五
台
村
へ
御
巡
幸
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

日
か
ら
は
地
方
行
幸
が
行
わ
れ
、　

１９

１９

日
は
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
、
鹿
島
神
宮
、

　

日
は
水
戸
地
方
裁
判
所
、
水
戸
地
方
専

２０売
局
、
弘
道
館
な
ど
、　

日
は
常
磐
神
社
・

２１

好
文
亭
な
ど
を
訪
問
さ
れ
た
後
、
同
日
午

後
皇
居
に
還
幸
さ
れ
ま
し
た
。

『常陸行幸紀事』
（国立国会図書館蔵）

清水原（水戸農高遠望）

堀原練兵場（『茨城１００年グラフ』（檜山智三氏提供）より）

陸
軍
特
別
大
演

陸
軍
特
別
大
演
習習

五
台
村
御
巡
幸
紀

五
台
村
御
巡
幸
紀
事事

　

こ
の
記
録
は
、
御
巡
幸
が
あ
っ
た
年
か

ら
７
年
後
の
昭
和　

年
（
１
９
３
６
年
）

１１

９
月　

日
に
、
当
時
の
五
台
小
学
校
の
黒

３０

澤
哲
二
校
長
（
戸
崎
出
身
）
が
、
当
時
の

記
録
や
聴
き
取
り
に
よ
り
ま
と
め
た
も
の

で
、
御
巡
幸
当
日
の

様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
記
録

で
す
。
次
ペ
ー
ジ
で

そ
の
文
章
を
紹
介
し

ま
す
。

水戸高等学校

馬上の昭和天皇

（注３）

（注４）

（注２）

（注１）
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問い合わせ　緯２９７－００８０

◆昭和天皇行幸経路図

大正期の清水寺
（『那珂郡郷土史』より）

地図：国土地理院地図

【
注
】

１
清
水
原

五
台
村
の
広
い
範
囲
を
占
め
る
字
名
。

こ
こ
で
は
、
か
つ
て
水
戸
藩
が
兎
や
鹿

狩
り
な
ど
を
含
む
家
臣
た
ち
の
軍
事
訓

練
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

水
戸
か
ら
近
い
こ
の
由
緒
あ
る
地
が
御

巡
幸
に
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
大
本
営

戦
時
中
、
事
変
中
に
設
置
さ
れ
た
日
本

軍
の
天
皇
直
属
の
最
高
統
帥
機
関

３ 
観
兵
式 

か
ん
ぺ
い
し
き

天
皇
陛
下
が
兵
を
整
列
ま
た
は
行
進
さ

せ
て
検
閲
し
た
式

江戸時代天保期の
清水寺境内

（根本喜代寿氏蔵）

４ 
賜
饌 
場

し
せ
ん

　

天
皇
陛
下
か
ら
食
事
を
賜
る
会
場

５ 
貔
貅 

ひ
き
ゅ
う

　

勇
猛
な
軍
隊
・
将
卒

６ 
臠 
わ
す

み
そ
な

　

見
る
の
尊
敬
語
、
ご
覧
に
な
る
。

７
水
戸
高
等
学
校

東
原
に
あ
り
現
水
戸
第
一
中
学
校
の
裏

手
に
当
た
り
、
元
水
戸
国
立
病
院
が

あ
っ
た
。
大
戦
後
に
茨
城
大
学
文
理
学

部
と
な
っ
た
。

８
天
神
窪

豊
喰
天
満
神
社
が
字
「
久
保
」
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
。

【
写
真
】

○
馬
上
の
昭
和
天
皇

昭
和
９
年
代
々
木
練
兵
場
で
の
観
兵
式

（『
日
本
歴
史
シ
リ
ー
ズ
』　

「
太
平
洋

２１

戦
争
」
よ
り
）

大和田志一への感状
（『那珂町史』近代・現代編より）

　

こ
れ
は
、
大
和
田
志
一
氏
が
こ
の
御
巡

幸
に
警
衛
補
助
と
し
て
出
動
し
、
記
念
に

メ
ダ
ル
１
個
を
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

「
永
遠
ノ
記
念
」

　

昭
和
四
年
十
一
月
水
戸
を
中
心
と
し
て
、

常
総
の
野
に
陸
軍
特
別
大
演
習
を
挙
行
せ

ら
れ
、 
畏 
く
も　

聖
上
陛
下
に
は
、
茨
城

か
し
こ

県
庁
の
大
本
営
に
行
幸
遊
ば
さ
れ
、
親
し

く
四
万
余
の 
貔
貅 　

を 
臠 
わ
せ　

給
う
。

ひ
き
ゅ
う 

み
そ
な

次
で
十
一
月
十
八
日
水
戸
高
等
学
校　

賜

饌
場
よ
り
御
還
幸
遊
ば
さ
れ
た　

陛
下
に

は
、
直
に
御
愛
馬
吹
雪
に
御
召
し
に
な

り
、
午
後
三
時
大
本
営
を
御
出
門
万
代
橋

を
渡
ら
せ
ら
れ
、
青
柳
を
経
て
、
中
台
並

木
よ
り
左
折
し
、
所
謂
通
学
道
路
を
一
直

線
に
、
学
校
東
側
道
路
を
御
通
り
に
な
ら

れ
、
住
宅
裏
へ
御
出
で
、
午
後
三
時
四
十

分
本
校
正
門
前
を
御
通
過
遊
ば
さ
れ
、
天

神
窪　

に
向
わ
せ
ら
れ
、
西
木
倉
高
台
の

畑
道
を
進
ま
せ
給
い
、
東
木
倉
坂
道
（
根

本
秀
之
介
氏
裏
手
の
坂
）
を
御
下
り
に
な

ら
れ
、
観
音
堂（
清
水
寺
）側
よ
り
再
び
学

校
に
向
わ
せ
給
い
松
林
中
頃
よ
り
御
引
返

し
に
な
り
、
林
沿
い
の
細
道
（
現
在
の
中

台
通
）
を
進
ま
せ
給
う
。
途
中
檜
枝
垂
れ

 
蔓 
り
、
陛
下
御
親
か
ら
避
け
給
い
し
と
云

か
ら
ま

う
枝
、
今
も
切
ら
ず
に
あ
り
。（
根
本
定

吉
氏
裏
の
林
）

 
斯 
く
て
中
台
県
道
に
御
出
で
の
上
、
御
機

か嫌
麗
わ
し
く
大
本
営
に
御
還
幸
遊
ば
さ
れ

た
り
。

　

以
上
は
、
当
時
の
奉
拝
者
の
講
話
と
、

簡
単
な
る
謹
記
と
を
綜
合
し
、
こ
の
光
栄

を
永
く
後
代
に
伝
え
ん
と
欲
し
、 
茲 
に
謹

こ
こ

ん
で
之
を
記
す
。（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
入
り
）

昭
和
十
一
年
九
月
三
十
日

校
長　
　

黒
澤
哲
二

（注７）

（注６）

（注５）

（注８）



８

歴史民俗資料館だより

根
本
秀
之
介
氏
宅
云

根
本
秀
之
介
氏
宅
云
々々

根
本
定
吉
氏
宅
の
檜
木
の

根
本
定
吉
氏
宅
の
檜
木
の
枝枝

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
根
本
喜
代
寿
氏
の

ご
教
示
に
よ
り
現
在
の
お
宅
（
根
本
秀
雄

氏
宅
）
を
知
り
、
ま
た
墓
地
に
は
秀
之
介

氏
が
建
立
し
た
「
父
信
之
介
夫
妻
」
の
墓

碑
が
あ
り
、
そ
の
碑
文
は
東
木
倉
出
身
の

代
議
士
根
本
正
が 
撰  
文 
し
て
い
る
こ
と
を

せ
ん 
ぶ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
碑
の
書
は

代
々
水
戸
藩
の
能
筆
家
を
務
め
た
北
条
家

の
北
条
時
雨
で
す
。

　

根
本
家
は
信
之
介
が
明
治　

年
（
１
９

３８

０
５
年
）
７
月
か
ら
１
年
間
、
秀
之
介
が

昭
和　

年
（
１
９
３
９
年
）
か
ら
７
年
間

１４

と
父
子
二
代
に
わ
た
っ
て
五
台
村
の
村
長

を
務
め
て
い
ま
す
。（
墓
碑
写
真
・
碑
文
と

も
後
掲
）

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
根
本
定
吉
氏
の
ご

子
息
根
本
三
代
造
氏（
昭
和
２
年
生
ま
れ
）

が
そ
の
日
の
こ
と
を
記
憶
さ
れ
て
い
て
大

変
貴
重
な
お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

御
巡
幸
の
そ
の
日
、
母
親
に
背
負
わ
れ

て
近
所
の
人
た
ち
と
お
見
送
り
し
た
こ

と
、
各
家
の
雨
戸
は
警
備
上
全
部
閉
じ
る

よ
う
に
命
じ
ら
れ

て
い
た
こ
と
、
道

路
に
は
警
備
員
が

並
び
裏
に
は 
檜  
木 

ひ
の 

き

が
数
本
立
っ
て
い

た
こ
と
な
ど
で

す
。

　

な
お
、
こ
の
檜
木
は
根
本
家
で
は
記
念

に
残
し
て
い
ま
し
た
が
、「
道
路
拡
幅
と

家
屋
の
改
築
の
際
に
伐
採
し
て
し
ま
っ

た
、
よ
く
知
っ
て
い
た
ら
残
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
」
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

元根本定吉氏邸付近

巡
幸
永
念
之

巡
幸
永
念
之
碑碑

　

昭
和
四
年
十
一
月
十
八
日

天
皇
陛
下
に
は
高
松
宮
殿
下
御
同
伴
に
て

親
し
く
本
校
附
近
を
御
巡
幸
遊
ば
さ
れ
た

本
村
の
光
栄
を
永
く
伝
え
ん
が
為
め
、
校

門
側
に
記
念
碑
を
建
立
し
、
毎
年
十
一
月

十
八
日
を　

御
巡
幸
記
念
日
と
定
め
、
御

聖
徳
を
偲
び
奉
る
。

昭
和
五
年　

九
月
十
五
日
工
事
着
手

同　
　
　
　

十
月
八
日
建
碑
竣
工

同　
　
　
　

十
一
月
三
日
建
碑
式
挙
行

 
揮 　
 
毫 　
　

元
水
戸
中
学
校
長

き 

ご
う

　
　
　
　
　

菊
池
謙
二
郎
氏

碑　

文
（
正
面
）　

　

巡
幸
永
念
之
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
謙
二
郎
謹
書

碑
陰
文
（
裏
面
）

昭
和
四
年
十
一
月
十
八
日
觀
兵
式
終
了
後

天
皇
文
武
官
三
十
餘
人
を
從
へ
て 
卒 
か
に

に
わ

此
地
に 
出  
御 
あ
り　
 
闔  
村  
遍 
く 
鳳  
輦 
の 
轍 

し
ゅ
つ 
ぎ
ょ 

こ
う 
そ
ん 
あ
ま
ね 

ほ
う 
れ
ん 

て
つ

を
印
せ
ら
れ 
芻 
堯
   
　
 
齊 
し
く
聖
慮
の 
忝 

す
う 
ぎ
ょ
う 

ひ
と 

か
た
じ
け
な

き
に
感
泣
す
乃
ち
永
く
之
を
後
昆
に
傳
へ

む
と
欲
志
村
費
を
以
て 
爰 
に
此
碑
を
建
つ

こ
こ

　

昭
和
五
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
臺
村
住
民

　
　
　
　
　
　
（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
入
り
）

【
注
】

９ 
芻  
堯 

す
う 
ぎ
ょ
う

く
さ
か
り
と
き
こ
り
か
ら
微
賤
・
庶
民

の
意

五
台
尋
常
小
学
校
と
巡
幸
永
念
之

五
台
尋
常
小
学
校
と
巡
幸
永
念
之
碑碑

　

現
在
の
水
戸
農
業
高
等
学
校
側
に
正
門

が
あ
り
ま
し
た
。
写
真
か
ら
は
校
門
の
門

柱
が
見
え
、
右
手
に
奉
安
殿
が
見
え
ま
す
。

奉
安
殿
は
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
真

影
と
教
育
勅
語
を
安
置
す
る
た
め
に
昭
和

　

年
（
１
９
３
７
年
）
こ
ろ
か
ら
全
国
の

１２小
・
中
学
校
に
造
ら
れ
た
も
の
で
、
火
災

や
盗
難
を
防
止
し
、
ま
た
保
存
・
尊
厳
の

維
持
の
た
め
に
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
た
は
土
蔵
で
造
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
上
大
き
く
頑
丈
な
鉄
製
の

扉
が
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
周
囲
を
鉄
の
鎖

を
わ
た
し
た
門
で
囲
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

多
く
は
一
目
で
わ
か
る
校
門
近
く
に
建
て

ら
れ
、
児
童
・
生
徒
は
登
下
校
の
際
に
は

必
ず
最
敬
礼
を
し
た
も
の
で
す
。

　

根
本
三
代
造
氏
の
記
憶
で
は
、
五
台
小

学
校
で
も
正
門
を
入
る
と
奉
安
殿
、
二
宮

金
次
郎
像
と
並
ん
で
大
き
な
「
巡
幸
永
念

之
碑
」（
御
巡
幸
の
碑
、
三
代
造
氏
の
記
憶

で
は
お
よ
そ
縦
３
メ
ー
ト
ル
、
横
１
・
５

メ
ー
ト
ル
）
が
立
っ
て
い
て
、
毎
朝
奉
安

殿
と
記
念
碑
や
二
宮
金
次
郎
の
像
を
拝
し

て
校
舎
に
入
っ
た
と
い
い
ま
す
。
た
し
か

に
、
写
真
を
よ
く
見
る
と
、
籠
を
背
負
っ

た
女
生
徒
５
人
の
後
方
に
あ
る
白
い
正
門

柱
の
右
手
に
黒
く
記
念
碑
が
見
え
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
こ
れ
が
御
巡
幸
記
念
の
碑
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
は
こ
の
記
念
碑
は
小
学

校
敷
地
内
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
察
す

る
に
、
奉
安
殿
解
体
の
折
に
撤
去
さ
れ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
占
領
政
策
へ
の
過

剰
な
反
応
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
陸
軍
大
演
習
に
関
す
る
記
念
碑
は

全
国
的
に
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

は
た
し
て
こ
の
碑
は
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

奉安殿
（『五台小学校百年誌』より）

二宮金次郎像
（『五台小学校百年誌』より）

五台小学校
（昭和１０年代：塩野忠氏提供）

（注９）



広報なか９月号９

問い合わせ　緯２９７－００８０

　

碑
文

　

村
長
勲
八
等
根
本
信
之
介
君

　

曁
根
本
婦
人
笹
島
氏
喜
代
子

歴
史
民
俗
資
料
館

緯
２
９
７
・
０
０
８
０

問　い
合わせ

故
勲
八
等
根
本
信
之
介
君
之

故
勲
八
等
根
本
信
之
介
君
之
碑碑

金
ヲ
献
ジ
、
村
長
ヲ
補
佐
シ
テ
励
精
愈
々

其
ノ
職
ニ
尽
シ
、
功
績
尤
モ
顕
ハ
レ
、
三

十
八
年
推
レ
テ
五
臺
村
村
長
ト
ナ
リ
、
職

ニ
ア
ル
事
三
有
余
年
、
四
十
五
年
九
月
四

日
、
病
ヲ
得
テ
死
ス
、
時
ニ
行
年
五
十
三

歳
、
是
ヨ
リ
先
三
十
九
年
四
月
、
三
十
七
、

八
年
戦
役
中
ノ
功
ヲ
以
テ
勲
八
等
ニ
叙
セ

ラ
レ
、
白
色
桐
葉
章
ヲ
賜
ハ
ル

　

大
正
元
年
十
二
月

　
　

衆
議
院
議
員
勲
四
等　

根
本
正
撰
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
条
時
雨
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
秀
之
介
建

　

根
本
正
に
関
す
る
史
料
は
か
な
り
調
査

が
進
ん
で
は
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
碑

陰
文
を
撰
文
し
て
い
る
こ
と
も
か
な
り
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
、
根
本
正
の
墓

所
脇
に
あ
っ
た
こ
と
を
見
の
が
し
て
い
た

の
は
資
料
館
と
し
て
は 
迂  
闊 
で
し
た
。
今

う 

か
つ

後
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
地
道
に
調
査
を
進
め
て
参
り
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

碑
陰
文

君
、
諱
ハ
俊
信
、
信
之
介
ト
称
ス
、
父
ハ

源
介
、
安
政
四
年
四
月
四
日
茨
城
県
那
珂

郡
五
臺
村
東
木
倉
ニ
生
ル
、
同
郡
國
田
村

笹
島
仁
衛
門
二
女
喜
代
子
ヲ
娶
リ
テ
二
男

ヲ
生
ム
、
長
ヲ
秀
之
介
ト
イ
ヒ
、
家
を
継

グ
、
次
男
ハ
早
死
ス
、
君
、
資
性
温
厚
篤

實
、
農
ヲ
業
ト
シ
勤
倹
力
行
、
加
フ
ル
ニ

慈
愛
ノ
心
ニ
富
ミ
、
常
ニ
専
ラ
心
ヲ
教
育

及
村
治
ノ
事
ニ
致
ス
、
其
ノ
功
績
甚
シ
、

明
治
二
十
二
年
町
村
制
實
施
ノ
時
ニ
當

リ
、
君
、
選
ハ
レ
テ
五
臺
村
村
会
議
員
ト

為
リ
、
又
東
木
倉
ノ
区
長
ニ
推
サ
ル
、
適

五
臺
尋
常
小
学
校
ノ
位
置
東
木
倉
ニ
指
定

セ
ラ
ル
ル
ヤ
、
初
メ
民
家
ヲ
以
テ
其
ノ
校

舎
ニ
充
ツ
、
君
、
深
ク
其
不
完
全
ヲ
憂
ヒ
、

一
日
モ
早
ク
之
ヲ
改
メ
ン
事
ヲ
期
シ
、
自

ラ
奮
ツ
テ
自
己
所
有
ノ
地
ヲ
寄
附
シ
、
熱

誠
能
ク
区
民
ヲ
説
キ
、
遂
ニ
一
校
舎
ヲ
新

築
ス
ル
事
ヲ
得
タ
リ
、
区
民
今
ニ
君
ヲ
徳

ト
ス
、
二
十
六
年
東
木
倉
地
主
総
代
ト
為

リ
、
三
十
四
年
五
臺
村
助
役
ニ
選
バ
ル
、

日
露
戦
争
起
ル
ニ
際
シ
、
率
先
シ
テ
軍
資 根本信之介夫妻の墓

水
郡
線
の
水
戸
一
高
下
ト

水
郡
線
の
水
戸
一
高
下
ト
ンン

ネ
ル
を
架
橋

ネ
ル
を
架
橋
にに

　

昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）　

月　

日
、

１１

１７

昭
和
天
皇
の
太
田
に
お
け
る
陸
軍
特
別
演

習
御
親
閲
行
幸
に
際
し
、
お
召
し
列
車

が
、
那
珂
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
に
は
狭
い
と

い
う
事
情
の
た
め
に
、
土
橋
や
ト
ン
ネ
ル

を
廃
し
て
切
通
し
と
し
、
橋
付
近
の
線
路

の
側
幅
の
拡
張
工
事
、
土
橋
の
改
良
工
事

す
な
わ
ち
代
替
の
架
橋
に
つ
い
て
国
鉄
側

は
茨
城
県
に
了
承
を
求
め
ま
し
た
。
そ
れ

に
対
し
て
県
は
、
史
蹟
保
存
と
生
徒
の
通

学
に
支
障
の
な
い
こ
と
な
ど
を
条
件
に
こ

れ
を
認
め
ま
し
た
。
ま
た
、
県
有
地
と
国

有
鉄
道
の
境
界
は
、
橋
の
橋
脚
部
分
を

も
っ
て
境
界
と
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
を

も
っ
て
、
新
設
さ
れ
る
橋
は
国
有
鉄
道
の

所
有
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
年
）
６

月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
架
橋
の
様
子

は
、
写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
手
前
が

仮
設
の
木
造
桟
橋
で
、
そ
の
向
こ
う
が
ト

ン
ネ
ル
が
通
じ
て
い
る
土
橋
、
そ
の
上
部

は
既
に
崩
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
そ
の
上
に
工

事
人
夫
達
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
土
橋

が
崩
さ
れ
て
、
低
く
な
っ
た
上
に
架
け
ら

れ
つ
つ
あ
る
の
が
ト
ラ
ス
橋
と
見
え
ま

す
。
こ
の
後
、
土
橋
・
ト
ン
ネ
ル
と
も
に

取
り
払
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

橋
は
、
こ
の
年
の
９
月
に
完
成
し
、
水

戸
中
学
校
職
員
で
漢
学
に
造
詣
の
深
か
っ

た
天
海
謙
教
諭
に
よ
っ
て
「 
本  
城  
橋 
」
と

ほ
ん 
じ
ょ
う 
ば
し

命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
太
田
小
学
校
校
庭
の
西
隅
に
当

時
の
浜
口
雄
幸
首
相
の
揮
毫
に
よ
る
「 
聖 せい

 
上  
御  
駐  
蹕  
處 
」
と
刻
し
た
記
念
碑
が

じ
ょ
う 

ご 

ち
ゅ
う 
ひ
つ
の 
と
こ
ろ

常
陸
太
田
市
立
太
田
小
学
校

常
陸
太
田
市
立
太
田
小
学
校
内内

の
記
念

の
記
念
碑碑

建
っ
て
い
ま
す
。
裏
面
に
は

昭
和
四
年
陸
軍
特
別
大
演
習
ニ
際
シ
、
十

一
月
十
七
日　

天
皇
陛
下
本
町
ニ
行
幸
ア

ラ
セ
ラ
レ
、 
駐 
蹕
   
　

五
時
間
御
講
評
ヲ
終

ち
ゅ
う 
ひ
つ

ヘ
サ
セ
ラ
レ
、
還
幸
シ
給
フ
、
乃
チ
其
の

光
栄
ヲ
録
シ
テ
、
之
ヲ
永
遠
ニ
傳
フ

　

昭
和
五
年
十
一
月
十
七
日

茨
城
縣
知
事
正
五
位
勲
四
等
牛
島
省
三
謹
書

と
あ
っ
て
、
行
幸
の
光
栄
を
永
遠
に
伝
え

よ
う
と
、
ち
ょ
う
ど
１
年
後
に
建
立
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
注
】

　
 
駐  
蹕 

ち
ゅ
う 
ひ
つ

１０
　

天
子
（
天
皇
）
の
行
幸
の
こ
と

「聖上御駐蹕処」碑

　

五
台
小
学
校
に
建
て
ら
れ
た
「
巡
幸
永

念
之
碑
」
の
行
方
、
あ
る
い
は
撤
去
さ
れ

た
事
情
な
ど
ご
存
じ
の
か
た
は
、
情
報
を

歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。 最

後
に
お
願

最
後
に
お
願
いい

水戸一高下の架橋
（『水戸一高百年史』より）

（注１０）

墓

故



１０

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
応
援
に
行
こ
う
！

〜　

月
４
日（
土
）　 
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
戦
は
那
珂
市
民
入
場
無
料
〜

10

　

那
珂
市
は
、「
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
協
議
会
」
に
加
盟
し
、

同
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
４
日（
土
）に
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス
タ
ジ

１０
ア
ム
水
戸
で
行
わ
れ
る
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
試
合
は
、「
那

vs
珂
市
の
日
」
と
し
て
、
那
珂
市
に
在
住
・
在

学
の
か
た
は
入
場
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
は
、
９
月
１
日
現
在
、

　

チ
ー
ム
中　

位
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
上

２２

１６

位
チ
ー
ム
と
の
勝
ち
点
差
は
少
な
く
、
浮
上

の
チ
ャ
ン
ス
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
対
す
る

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
は
、
今
年
６
月
に
元
日

本
代
表
の
小
野
伸
二
選
手
が
加
入
し
、
鈴
木

隆
行
選
手
と
の
「
元
日
本
代
表
対
決
」
に
も

注
目
が
集
ま
り
ま
す
。

　

試
合
当
日
は
、
那
珂
市
の
皆
さ
ん
の
声
援

で
選
手
を
後
押
し
し
、
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
に

勝
利
を
呼
び
込
み
ま
し
ょ
う
！

２０１４Ｊリーグ　ディビジョン２　第３５節　
「那珂市の日」　水戸ホーリーホックvsコンサドーレ札幌
日時：１０月４日（土）　１６：００キックオフ
会場：ケーズデンキスタジアム水戸（水戸市小吹町２０５８－１）
【那珂市の日　概要】
○那珂市に在住・在学のかたをメインスタンド席に無料招待
　・引換方法　試合当日の１３：３０から、メインスタンド側正

面玄関付近にある那珂市ブースで、招待対象であることがわかる身分証明書（免許証、学
生証など）を提示してください。

○瓜連サッカースポーツ少年団、木崎サッカースポーツ少年団、那珂ＦＣスポーツ少年団によ
る前々座試合を実施

○ハーフタイムに那珂市特産品の抽選会を実施

【
選
手
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　背番号１、ゴールキーパー本間幸司です。
以前は笠松で試合もしていましたし、選手
寮も那珂市内にありました。今では知らな
い人も多いかもしれませんが、那珂市とは
そういったところでも縁を感じます。
　１０月４日はコンサドーレ札幌戦です。今
年、小野伸二選
手が加入し強豪
ですが、那珂市
の皆さんの応援
でぜひ勝ちたい
と思います。
　応援よろしく
お願いします。

　鈴木隆行です。１０月４日は那珂市の日と
いうことで、多くの那珂市民の皆さんにス
タジアムに来ていただくことを楽しみにし
ています。
　ぜひ、親戚友達
一同誘っていただ
いて、たくさん見
に来てください。
　僕たち選手も皆
さんの応援が力に
なってさらに頑張
れるので、よろし
くお願いします。

（C）MITO HOLLYHOCK （C）MITO HOLLYHOCK

ゴールキーパー
背番号１
本間　幸司　選手

フォワード　
背番号３０
鈴木　隆行　選手

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

緯
２
９
７
・
０
０
７
７

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

緯
２
１
２
・
７
７
０
０

問
い
合
わ
せ

　キャプテンの本間 幸司選手（GK、
背番号１）が、８月１０日（日）の ギラ
ヴァンツ北九州戦に出場し、J２通算
５００試合出場を達成しました！

（C）MITO HOLLYHOCK
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那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
紹

那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
紹
介介

那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

（
那
珂
総
合
公
園
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
内
）

緯
２
９
７
・
０
０
７
７

問　

い

合
わ
せ

◆
地
域
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
し
よ
う
！
那
珂
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
◆

　こんにちは！菅谷ソフトボールスポーツ
少年団です。当団では、小学１年生から６
年生までの男女を対象に、次のような活動
をしています！
　練習は、毎週土・日曜日の午前または午
後に菅谷東小学校グラウンドで実施してい
ます。その他各種大会、練習試合、合宿
（BBQなども開催）、１泊での福島遠征試
合、クリスマス会など、楽しいイベントも
定期的に行っています。団員は随時募集をしていますので、那珂市の元気な子どもたちの入
団をお待ちしています。スポーツが苦手な子どもたちも、ソフトボールを通して体を動かす
ことの楽しさを学びませんか？もちろん、スポーツマンシップの大切さやマナー・礼儀も指
導します。ぜひ、当団への入団をお待ちしています。

　瓜連サッカースポーツ少年団は、【FUN TO PLAY】を目指し
活動しています。
　サッカーには色々な「FUN＝楽しさ」があります。試合に
勝って嬉しい、今までできなかった事ができて楽しい、仲間が
できて楽しい…全部がサッカーの楽しさだと考えています。
　人間の脳から一番遠い場所（足）を使うサッカーは、頭脳も
育ててくれます。勝負にもこだわりながら、サッカーの楽しさ
を感じてもらえたら嬉しいです。また、サッカーを通して、「リ
スペクト＝相手（試合に関わる全ての人＝審判、保護者、会場
に関わる人、サッカーをする仲間）を思いやる気持ち」それを

大切にしている団体です。気軽に、みんな一緒に、子どもも大人も楽しく参加して活動でき
る全員参加型の少年団を目指しています。

【主な活動】

・毎週土・日曜日（瓜連グラウンドほか）

・第１・２・４月曜日…フットサル練習

（４年生以上、瓜連小学校体育館）

・通常練習のほか、練習試合や大会への参加
、

元Jリーガーのサッカー教室もあります！

・親子サッカー、合宿、蹴り納めなどの楽
し

いレクリエーションも充実！

【栄光の記録】
☆第５回 春季全日本小学生男子ソフトボー
ル大会 出場（鹿児島県日置市で開催）

☆第１０回関東小学生男女選抜ソフトボール大
会　第３位（山梨県塩山市で開催）

☆第２１回関東小学生男女選抜ソフトボール大
会　第３位（神奈川県小田原市で開催）

今後も、頑張って練習をしていきます！



１２

　消費者トラブルのなかでも、高齢者を狙った悪質商法や詐欺による被害は増え続け
ています。「健康」「財産」「孤独」といった、高齢者の不安につけ込んで勧誘し、お金
をだまし取ろうとします。「もしや」と不安をかき立てる話、「ひょっとすると」と思
うような“うまい話”には注意が必要です。ニセ電話詐欺（オレオレ（かあさん助け
て）詐欺、買え買え詐欺など）や、次々販売、点検商法、開運商法のほか、インター
ネットによるトラブルも多くなっています。

那珂市消費生活センター です

那珂市消費生活センター　緯２９８－１１１１（内線１１８）問い合わせ

９ 月は「高齢者向け悪質商法・振り込め詐欺被害防止キャンペーン」期間です ！

気をつけて ！～高齢者を狙う詐欺・悪質商法～

買え買え詐欺
　電話で、未公開株や、有名企業の社債などを
「あなたには買う権利がある、購入してくれた
ら、高値で買い取る」などと勧誘し、お金を振
り込ませます。息子など
近親者を装い、「この株
が値上がりする」などの
もうけ話で、お金をだま
し取る例もあります。

次々販売
　一度契約をした消費者に、その商品の点検な
どの名目で訪問し、新たな商品や工事を勧め、
次々に契約させます。業者の担当者が、よく話
を聞いてくれる“いい人”と親近感を持たせ、
情に訴えて断りづらくする手口も見られます。

■アドバイス■
①即断・即決はしない。まずは家族や信頼できる人に相談をしましょう。
②知らない人が来たら、ドアは開けず、相手の身分と訪問目的を確認しましょう。
③電話番号表示機能、留守録機能を利用し、直接電話に出ない方法も有効です。
④妙に親しげな言葉、“うまい話”には注意しましょう。
⑤断るときは、「いりません」とはっきり言いましょう。
　～家族や周りの人たちの見守りも大切です。日ごろから声をかけ合いましょう～

【出前講座のお知らせ】
　　那珂市消費生活センターでは、消費生活に関する講座をご希望の団体・グ
ループ（１０人以上）に実施しています。（内容についてはご相談ください）
出前講座をご希望のかたはご連絡ください。
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

○その他の高さの測定値は市ホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７４
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
こども課  内線２５２
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　７月１５日から８月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
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○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

８月１２日０．０７７本米崎小学校

学校教育課

８月４日０．０６９横堀小学校

８月４日０．０５８額田小学校

８月１２日０．０７４菅谷小学校

８月５日０．０７７菅谷東小学校

８月７日０．０８８菅谷西小学校

８月４日０．０６６五台小学校

８月４日０．０７６芳野小学校

８月５日０．０６６木崎小学校

８月５日０．０８５瓜連小学校

８月４日０．０６５横堀幼稚園

８月４日０．０６３額田幼稚園

８月５日０．０６２菅谷幼稚園

８月５日０．０８７菅谷西幼稚園

８月５日０．０７５五台幼稚園

８月５日０．０６７芳野幼稚園

８月４日０．０７９那珂第一中学校

８月６日０．０６９那珂第二中学校

８月７日０．０７１那珂第三中学校

８月６日０．０４６那珂第四中学校

８月４日０．０７９瓜連中学校

８月５日０．０７９茨城学園

８月４日０．０５７ナザレ幼稚園

８月６日０．０７９さいせい幼稚園

８月４日０．０８０大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

８月５日０．０８６保健センター（ひだまり）健康推進課

８月５日０．０８４中央公民館

生涯学習課

８月６日０．０８２図書館

８月５日０．０７９那珂総合公園

８月１日０．０８３歴史民俗資料館

８月５日０．０８７ふれあいの杜公園

８月６日０．０７８ふれあいセンターよこぼり

市民協働課

８月６日０．０８９ふれあいセンターごだい

８月６日０．０８６ふれあいセンターよしの

８月６日０．０９５総合センターらぽーる

８月７日０．０７３戸多地区交流センター

８月１日０．０９９那珂聖苑那珂聖苑

８月５日０．０７６中谷原公園
都市計画課

８月５日０．０７１宮の池公園

８月６日０．０７３一の関ため池親水公園
商工観光課

８月６日０．０７９静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

８月５日０．０６５菅谷保育所

こども課

８月６日０．０６４額田保育所

８月６日０．０８３ゆたか保育園

８月４日０．０６４かしま台保育園

８月４日０．０７４ごだい保育園

８月１日０．０７３瓜連保育園

８月６日０．０６８子育て支援センター



１４

�������� �������� 消防本部　�２９５－２１１１問い合わせ

　消防本部では、那珂市内の公共施設にＡＥＤを設置しています。突然の心肺停止の際、電気ショックを与えるこ
とで、正常な心臓の動きを取り戻すことがあります。

�������	�
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設置場所市公共施設№
１階ロビー那珂市役所１
１階ロビー瓜連支所２
１階ロビー那珂市中央公民館３
１階ロビー那珂総合公園４
１階ロビー那珂市立図書館５
１階ロビー総合保健福祉センター「ひだまり」６
事務室高齢者福祉センター７
斎場入口那珂聖苑８
管理事務所静峰ふるさと公園９
事務室ふれあいセンターよこぼり１０

玄関ホールふれあいセンターごだい１１
事務室ふれあいセンターよしの１２

１階ロビー総合センターらぽーる１３
事務室額田地区交流センター１４
事務室戸多地区交流センター１５
事務室菅谷保育所１６
事務室額田保育所１７
事務室地域子育て支援センター「つぼみ」１８
事務室横堀幼稚園１９
事務室額田幼稚園２０
事務室菅谷幼稚園２１
事務室菅谷西幼稚園２２

設置場所市公共施設№
事務室五台幼稚園２３
事務室芳野幼稚園２４
職員室本米崎小学校２５
職員室横堀小学校２６
職員室額田小学校２７
職員室菅谷小学校２８
２階廊下菅谷東小学校２９
職員室菅谷西小学校３０
職員室五台小学校３１
職員室芳野小学校３２
職員室木崎小学校３３
職員室瓜連小学校３４
職員室那珂第一中学校３５
職員室那珂第二中学校３６
職員室那珂第三中学校３７
職員室那珂第四中学校３８
職員室瓜連中学校３９
事務室那珂学校給食センター４０
廊下瓜連学校給食センター４１
受付那珂市消防本部４２
受付那珂市西消防署４３

※救命講習会を実施していますのでお問い合わせください

��������������������������� 健康推進課健康増進グループ
（総合保健福祉センター「ひだまり」内）
�２７０－８０７１

問い合わせ

　

私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
、
我
が
国

の
高
齢
化
は
深
刻
な
危
機
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
の
激
変
は
、
歯
科
医
療
に
も
影
響

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
歯
科
医
師
に
な
っ
た　

年
前
と
比

２５

較
す
る
と
、
圧
倒
的
に
高
齢
者
の
残
存
歯

数
が
増
加
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
歯
肉
の

炎
症
が
頻
繁
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
た
ち
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生

士
は
、
患
者
さ
ん
の
歯
を
抜
か
ず
に
保
存

す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
教
育

さ
れ
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
や
歯
科
医
療
関
係
者
の
啓
蒙
活
動
の

努
力
や
、
患
者
さ
ん
の
口
腔
保
健
衛
生
に

対
す
る
関
心
度
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
平

成　

年
度
（
２
０
１
１
年
）
の
８
０
２
０

２３
（　

歳
で　

本
以
上
の
歯
を
守
り
育
て
る
）

８０

２０

達
成
者
は
、　

％
を
超
え
ま
し
た
。
当
時

３８

は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
抱
え
て
達
成
で
き

る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
よ
り
飛
躍
的
に
残
存
歯
数
が
増

２０

加
し
、
た
ぶ
ん
あ
と　

年
以
内
に
は　

％

１０

５０

を
超
え
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
均
寿
命
の
増
進
に
対
し
て
、

全
身
疾
患
を
有
す
る
患
者
さ
ん
も
少
な
く

な
く
、
疾
病
と
障
が
い
を
持
ち
、
感
染
し

や
す
い
高
齢
者
の
急
増
が
、
新
た
な
社
会

的
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し

た
。
歯
科
医
療
か
ら
考
え
れ
ば
、
厳
し
い

条
件
や
環
境
下
で
口
の
中
を
管
理
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
突
入
し
て

き
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
歯
の
数
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う

な
状
態
で
歯
が
機
能
し
て
い
る
の
か
で

す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
超
高
齢
化
の
波
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
残
存
歯
を
い
か
に

健
全
に
保
全
さ
せ
、
機
能
さ
せ
る
か
が
歯

科
医
療
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
、
高
齢
者
の
歯
周
病
治

療
が
高
い
優
先
順
位
を
持
っ
て
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

老
年
期
に
入
る
前
か
ら
か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
で
歯
と
歯
周
組
織
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
継
続
し
て
い
た
だ
き
、
健
全
な
状
態
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
と
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
は

自
分
の
仕
事
と
し
て
毎
日
欠
か
さ
ず
し
っ

か
り
と
磨
く
こ
と
で
、
歯
周
病
を
再
発
さ

せ
な
い
セ
ル
フ
ケ
ア
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ケ
ア
を
組
み
合
わ
せ
て
、
継
続
し
て

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ど
こ
に
も
痛
み
が
な
く
、
噛
む
こ
と
に

不
自
由
を
感
じ
て
い
な
い
か
た
が
た
は
、

今
こ
そ
か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
を
受
診
し
、
美
味
し

く
食
べ
ら
れ
る
生
涯
を
目

的
に
ケ
ア
を
な
さ
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�
�
�
�
�
�
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瓜
連
中
央
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

寺
門　

正
徳 
先
生
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
�
�
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選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
設
置
さ
れ
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
ご
と
に
、
候

補
者
１
人
に
つ
き
１
枚
だ
け
選
挙
期
日
ま
で
掲
示
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
比
例
代
表
選
挙
に
つ
い
て
は
、
候
補
者
数
が
非
常
に
多
く
、
掲
示
場
を
設

置
で
き
る
場
所
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
た
め
、
掲
示
場
は
設
置
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
代
わ
り
に
、
公
職
選
挙
法
第
１
４
５
条
な
ど
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
、

候
補
者
が
中
央
選
挙
管
理
会
の
認
証
を
受
け
た
も
の
を
、
施
設
の
所
有
者
に
許
可
を
得

て
掲
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
立
候
補
予
定
者
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
定
期
間
〔
任
期
満
了
に
伴
う

選
挙
の
場
合
、
そ
の
任
期
満
了
６
か
月
前
（
衆
議
院
解
散
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
か
ら

告
（
公
）
示
日
の
間
〕、
事
前
の
選
挙
運
動
に
当
た
る
と
し
て
、
ど
こ
に
も
掲
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
政
党
な
ど
の
政
治
活
動
（
例
え
ば
、

い
つ
ど
こ
で
開
催
予
定
の
○
○
党
講
演
会
弁
士
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
）
に
つ

い
て
は
、
選
挙
運
動
に
及
ば
な
け
れ
ば
掲
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
ポ
ス
タ
ー

は
、
選
挙
へ
立
候
補
届
出
を
し
た
と
き
は
、
立
候

補
届
出
を
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
撤
去
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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◆講演会「ウクライナ後にプーチンロシアの狙うもの」
　日時：１０月２５日（土）午後１時３０分開演
　講師：小林　和男　氏
　入場券（無料）：１０月１１日（土）午前９時３０分から
　図書館で配布します。（１人１枚・定員１００人）
◆那珂市の昔ばなしを聴いてみよう（小学生向け）
　日時：１０月２６日（日）午前１０時～正午
　講師：茨城女子短期大学ことばの芸術学科講師
　　　　小松崎　浩司　氏
◆おはなしワンダーランド（未就学児向け）
　日時：１０月２６日（日）午後２時～２時４５分
　出演：児童サービスボランティア
◆朗読会（大人のかたもどうぞ）
　日時：１０月２６日（日）午後３時２０分～４時１０分
　出演：児童サービスボランティア

�������	
��
�������	
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��

　図書資料の点検を行うため、９月２２日
（月）から１０月３日（金）まで休館となり
ます。
※休館中の本の返却はブックポストへ、
CD／DVDは図書特別整理期間終了後
に図書館内カウンターでの返却をお願
いします

　１９４０年長野県生まれ。東京外語大卒業後
NHK記者、モスクワ、ウィーン支局長など海
外駐在１４年。海外ウィークリー、NHKスペ
シャルキャスター。９２年ソ連崩壊の報道で菊池寛賞。９３年ロシア
の客観報道でモスクワジャーナリスト同盟賞。０８年ロシア文化へ
の貢献でロシア政府プーシキン勲章。プーチン大統領と長時間対
談した稀な経験を持つ。解説主幹、作新学院大学教授を経て現在
フリージャーナリスト、サイトウ・キネン財団評議委員、FEC日
本民間外交推進協会日ロ経済文化委員、下野新聞客員論説委員、
日墺協会理事。その他講演、研修、執筆などに活躍中。

（フリージャーナリスト・
元NHK記者、キャスター）

☆講師プロフィール

小林 和男  氏

５日・１９日
　午後２時～
１６日
　午前１０時３０分～
２４日　午後３時～
２８日　午前１１時～

土金木水火月日
４３２１
１１１０９８７６５
１８１７１６１５１４１３１２
２５２４２３２２２１２０１９

３１３０２９２８２７２６

休館日

　おはなし会
��������

���
October



那珂市特産品ブランド

認証マーク決定 !!認証マーク決定 !!認証マーク決定 !!認証マーク決定 !!認証マーク決定 !!認証マーク決定 !!

１６

　市では「那珂市特産品ブランド」認証商品を広くPRするための「認証マー
ク」を今年６月から募集しました。全国各地から、３１作品の応募があり、
８月１８日に那珂市特産品ブランド推進協議会で最優秀作品を選出し、認証
マークのデザインを決定しました。
　今回選出した認証マークは、那珂市特産品ブランド認証商品やのぼり
旗、パンフレットなどに使用し、那珂市の特産品を市内外に広くPRするた
めに活用していきます。
　なお、最優秀賞の大和田さんには、９月５日に市長からの表彰状が授与
されました。

【作者】

　大和田　幸一さん（菅谷）
【デザインのコンセプト】

　那珂市商工会のマスコットキャラクター「ナカマロちゃん」と「５つ星」
および「Naka City」のロゴをフラッグ形式に配置しました。フラッグ形式
により、例えばショーウインドウの棚への貼付またはシールなどにして直
接商品にも貼付が容易と考えます。

那珂市特産品ブランド推進協議会事務局（商工観光課商工観光グループ内）
�２９８－１１１１（内線２４３・２４４）問い合わせ

【認証マーク】

　

８
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
の
期
間
、
市
立
図
書
館
１
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
総
合
セ

２８

ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
１
階
ロ
ビ
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
沖
縄
戦
写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

夏
休
み
期
間
中
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て

考
え
る
機
会
と
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
幅
広
い
年
代
の
か
た
が
た
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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※展示しているパネルは沖縄県平和祈念
資料館から借用しました
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とてもこわそうでした。も
し、せんそうをたいけんし
たら、とてもいやです。二
度とせんそうがないように
したいです。（小学生　女性）

実際に写真でみることに
よって戦争の悲惨さがとて
も伝わった。二度と起こし
てはいけないと思う。
 （高校生～２０歳代　女性）

平和の中で生きていられる
ことが当たり前のように
思っていました。今、この
時こそ一人ひとり、しっか
り考えねばと感じておりま
す。 （５０～６０歳代　女性）

◆写真上　市立図書館
　　　下　総合センターらぽーる



認証マーク決定 !!認証マーク決定 !!

広報なか９月号１７

　

８
月
２
日
・
３
日
、
横
手
市
・

那
珂
市
友
好
都
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流

事
業
が
、
友
好
都
市
で
あ
る
秋
田

県
横
手
市
か
ら
軟
式
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
を
招
い
て
、
那
珂
総
合

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
か
ら
は
少
年
団
の
選
手

や
指
導
者
な
ど　

人
が
那
珂
市
を

３８

訪
れ
、
那
珂
菅
谷
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
那
珂
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
交
流
試
合
を
２

試
合
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
野
球
を
通
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

横
手
市
の
ス
ポ
�
ツ
少
年
団
と
交
流

本
米
崎
小
あ
り
が
と
う
�
夏
ま
つ
り

　

８
月　

日
、
来
年
４
月
か
ら
横

１６

堀
小
学
校
と
統
合
と
な
る
本
米
崎

小
学
校
の
閉
校
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
「
本
米
崎
小
あ
り
が
と

う
！
夏
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
か
た
が
た
だ
け
で

な
く
、
市
内
外
か
ら
も
た
く
さ
ん

の
か
た
が
参
加
し
、
盆
踊
り
、
在

校
児
童
と
那
珂
よ
さ
こ
い
連
に
よ

る
演
舞
、
大
抽
選
会
、
花
火
な
ど

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
ま
わ
り
大
使
ナ
カ
マ

ロ
ち
ゃ
ん
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

�
儲�
か
る
農
業
の
ヒ
ン
ト
と
は
�

も
う

　

７
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

２９

ぽ
ー
る
で
「
第
２
回
那
珂
市
の
農

業
を
考
え
る
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
野
村
ア
グ
リ
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
株

式
会
社
取
締
役
社
長
西
澤
隆
氏
を

講
師
に
招
き
、「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

と
地
域
活
性
化
〜 
儲 
か
る
農
業
に

も
う

向
け
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
部
は
、
松

崎
副
市
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
な
り
、 
儲 
か
る
農
業
の
ヒ
ン
ト

も
う

に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

那
珂
市
消
防
が
関
東
大
会
で
第
�
位

　

７
月　

日
、
千
葉
市
で
開
催
さ

３１

れ
た
第　

回
消
防
救
助
技
術
関
東

４３

地
区
指
導
会
に
お
い
て
、
那
珂
市

消
防
本
部
チ
ー
ム
が
「
水
上
の
部

 
溺  
者 
救
助
」
で
第
２
位
と
な
り
、

で
き 
し
ゃ

８
月　

日
に
千
葉
市
で
開
催
さ
れ

２７

る
第　

回
全
国
消
防
救
助
技
術
大

４３

会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

報
告
に
訪
れ
た
隊
員
に
海
野
市

長
か
ら
は
、
全
国
大
会
に
向
け
て

の
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

※
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
は
、
広

島
県
で
の
土
砂
災
害
の
救
出
活

 
動
の
た
め
、中
止
と
な
り
ま
し
た



１８

　

８
月　

日
に
一
乗
院
で
飯
田
夏

１４

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
は
子
ど
も
神
輿
か
ら
始

ま
り
、
子
供
た
ち
は
猛
暑
に
も
負

け
ず
に
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
元
気

に
神
輿
を
担
い
で
練
り
歩
き
ま
し

た
。
ま
た
、
盆
踊
り
、
○
×
ゲ
ー

ム
、
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
上

棟
式
、
芳
野
っ
子
ソ
ー
ラ
ン
、
ポ

ス
タ
ー
の
表
彰
式
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
催
し
物
や
金
魚
す
く
い
な

ど
の
模
擬
店
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
夏
休
み
の
よ
い
思
い
出
作
り

が
で
き
ま
し
た
。

飯
田
夏
ま
つ
り

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
が
全
国
大
会
出
場

　

７
月
９
日
、
那
珂
市
農
業
後
継

者
ク
ラ
ブ
が
、「
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農

村
青
少
年
（
４
Ｈ
）
ク
ラ
ブ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
績
発
表
会
」
に
茨
城

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
同
ク
ラ

ブ
の
小
林
大
輔
さ
ん
（
門
部
）
が
、

遊
休
農
地
解
消
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
発
表
を
行
い
、「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
表
の
部
」
に
お
い
て
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
同
ク
ラ
ブ
は
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
来
年
３
月

に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ガ
�
ル
ス
カ
ウ
ト�

団
が
オ
�
ク
リ
ッ
ジ
へ

��
　

姉
妹
都
市
間
で
の
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
交
流
を
続
け
て
い
る
茨
城
県

第　

団
（
那
珂
市
）
の　

人
が
、
７

３７

１２

月　

日
か
ら
８
月
４
日
ま
で
姉
妹

２８
都
市
の
ア
メ
リ
カ
・
テ
ネ
シ
ー
州

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
生
活
文
化
や
キ
ャ

ン
プ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
共
通
の
歌
を
英

語
と
日
本
語
で
輪
唱
し
た
り
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
情
報
交
換
を

す
る
な
ど
「
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は

姉
妹
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
実

感
し
た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

那
珂
市
山
岳
協
会
�
ひ
ま
わ
り
山
の
会�

周
年

��

　

６
月
１
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
で
「
那
珂
市
山
岳
協
会
・

ひ
ま
わ
り
山
の
会
創
立　

周
年
記

１０

念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
中
高
年
の
健
康
管
理

と
親
睦
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、
月

に
２
回
の
山
行
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
、
約
１
８
０
人
の
会
員
が
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
海
野
市
長
を
は
じ

め
茨
城
県
山
岳
連
盟
関
係
者
が
出

席
し
て
祝
辞
を
述
べ
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
更
な
る
活

発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



広報なか９月号１９

　

８
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１６

ぽ
ー
る
で
、「
那
珂
市
サ
ッ
カ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
集
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
催
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
那
珂
市

サ
ッ
カ
ー
協
会
は
、「
サ
ッ
カ
ー
の

街
へ
！
」
を
合
言
葉
に
那
珂
市
で

の
サ
ッ
カ
ー
の
更
な
る
普
及
と
環

境
の
向
上
を
目
指
し
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
４
０
０
人

が
参
加
し
、
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る

熱
意
を
語
り
あ
い
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
�
で
那
珂
市
を
盛
り
上
げ
た
い

親
子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
を
開
催

　

７
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
、

２７

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
食
育

の
推
進
の
た
め
に
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

那
珂
市
更
生
保
護
女
性
会
主
催
の

「
わ
く
わ
く
親
子
料
理
教
室
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
３
歳
か
ら
小
学
６
年

生
で
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
や

ニ
ョ
ッ
キ
な
ど
４
品
を
作
り
ま
し

た
。
待
ち
に
待
っ
た
試
食
で
は
、

自
分
で
作
っ
た
料
理
の
お
い
し
さ

に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

戸
崎
夏
ま
つ
り

　

７
月　

日
、
戦
国
時
代
か
ら
守

２７

り
続
け
て
き
た
戸
崎
の
観
音
さ

ま
、
そ
の
お
田
植
祭
を
中
心
に
夏

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
で
地
域
内
の
平
安
や
幸
福
、

安
産
・
子
育
て
を
祈
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も 
行  
燈 
や
の
ぼ
り
で
華
や

あ
ん 
ど
ん

か
に
飾
ら
れ
た
境
内
で
は
、
模
擬

店
や
輪
投
げ
・
ス
イ
カ
割
り
な
ど

の
ゲ
ー
ム
で
に
ぎ
わ
い
、
ま
た
夕

方
か
ら
は
、
子
ど
も
花
火
大
会
な

ど
で
盛
り
上
が
り
、
貴
重
な
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

�
如��
意��
輪��
観��
音��
像�
が
里
帰
り

に
ょ 
い 
り
ん 
か
ん 
の
ん 
ぞ
う

　

７
月　

日
、
仲
福
田
の
観
音
堂

１７

で
お
田
植
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
観
音
堂
の 
如  
意  
輪  
観  
音  
像 

に
ょ 
い 
り
ん 
か
ん 
の
ん 
ぞ
う

は
古
く
か
ら
地
元
住
民
か
ら
の
信

仰
も
厚
く
大
切
に 
祀 
ら
れ
て
き
ま

ま
つ

し
た
。
平
成　

年
に
茨
城
県
の
指

１８

定
文
化
財
に
登
録
と
な
り
、
市
歴

史
民
俗
資
料
館
へ
預
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
７
年
ぶ
り
に
里
帰
り

し
ま
し
た
。

　

観
音
像
を
見
よ
う
と
、
お
母
さ

ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
か
た
が

参
拝
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
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７月１５日～８月１４日（敬称略）

さくらダンスクラブ ６，２４５円
野木利三郎 １５，０００円
匿名 ３０，０００円
匿名 ２０，０００円
切手・テレカボランティアポピー
 １１，５００円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２２９－０３０９

� 人の動き �
那珂市の人口（８月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，４５５人 （－５）
　女　　　２８，３８５人 （－１４）
　計　　　５５，８４０人 （－１９）
世帯数　　２１，７８２世帯 （＋９）

○出生　３４人
○死亡　４０人

（７月１日～３１日）

� 国保ミニ情報 �

○那珂市国保の加入者数　１５，６４６人

　（平成２６年７月末現在・

 前月比５９人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億１，０９９万円

　（平成２６年７月・

前月比２，３８１万円減）

※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

★事件・事故の発生状況★
（平成２６年７月末）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故 １８５件
　負傷者 ２４８人
　死者 １人
※暗くなる前から、反射材を身に
つけましょう！

○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数 ３１０件
　　うち　　空き巣 ２６件
　　　　　　自動車盗 １８件
　　　　　　自転車盗 ３９件
※「ひばりくん防犯メール」で情報を
キャッチ！

問い合わせ／那珂警察署
�３５２－０１１０

★火災・救急の状況★
（平成２６年７月）

○火災件数
　　　１件 （本年累計１９件）
○救急出場件数
　　　１７８件 （本年累計１，１７３件）
※大切な命を守るため、住宅用火
災警報器を設置しましょう！

問い合わせ／那珂市消防本部
�２９５－２１１１

�������	
��
��

������

　７月２２日、那珂市公共下水道事
業審議会（会長　勝山文久さん）
が、答申書を提出しました。
　４月１日付けで市長から同審議
会に諮問のあった内容について、
審議の上答申書にまとめたもので
す。

� 今月の納税 �

○国民健康保険税（普通徴収）  ３期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）  ３期

納期限：９月３０日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７３・１７４

�������	
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�
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　７月２２日、六�敏光さん（彫刻
家　石岡市在住）からブロンズ彫
刻「風門」を寄贈いただきました。
　寄贈いただいた彫刻は、力みの
ない穏やかな造形で、中央の穴は、
古代の風が長い年月をかけて地球
を巡り、また同じ場所に戻ってく
る悠久の歴史を吹く風をイメージ
しているとのことです。「すべて
の市民の知識の道標となる図書
館」のシンボルとして、広く市民
に親しまれることでしょう。

答申書を提出する副会長の萩野谷さん



広報なか９月号２１

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ ���（携帯可）

　������������	�
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�������

●メールアドレス

　��������	�
��
���������

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

５日　岡田クリニック （後台）
�２７０－８１８８

１２日　鈴木呼吸器科内科 （中台）
�３５３－２８１１

１３日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

１９日　なかむらクリニック （飯田）
�３５３－２３１０

２６日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本
部」（�２９５－２１１１）へお問い合わ
せください

10月の休日当番医

日時／１０月１７日（金）１３：００～１６：００
場所／市立図書館　展示コーナー
開設相談／国の行政機関などが行って
　　　　　いる仕事についての苦情や
　　　　　意見・要望
相談員／行政相談委員
問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１０月１日（水）、８日（水）、
　　　　　１５日（水）、２２日（水）、
　　　　　２９日（水）　
　　　９：００～１５：００
場所／
総合保健福祉センター「ひだまり」相談室
問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（瓜連支所隣分庁舎内）

�２２９－０３０９

　農地（田・畑）は一度耕作をやめて
数年たてば、原形がわからないほどに
荒れてしまいます。遊休農地（耕作放
棄地）は農地集積に支障をきたすだけ
でなく、周辺の病害虫発生を助長し、
有害鳥獣の隠れ場所になるなど、農業
振興に悪影響を及ぼします。
　また、不法投棄、火災発生の原因に
なるなど生活環境への悪影響も考えら
れますので、適正な管理をお願いしま
す。
問い合わせ／農業委員会事務局

�２９８－１１１１　内線２４０

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

行政相談
　井戸水や湧水は、私たちの生活に欠
かせないものであり、飲用井戸の衛生
確保は、設置者自らに実施していただ
いています。
○井戸やその周辺は、みだりに人や動
物が入らないようにし、周囲の清潔
保持に努めましょう。
○いつも水の色、濁りや味、においな
どに注意しましょう。
○定期的（年１回以上）に水質検査を
受けましょう。
※水質検査は、環境課で預かり、検査
機関に対して依頼しています。ま
た、厚生労働大臣および茨城県知事
の登録を受けた検査機関でも受ける
ことができます（いずれも有料）
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

心配ごと相談

井戸水を飲用する皆様へ

日時／１０月１４日（火）１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予
　　　　　約してください。
費用／無料（相談時間１回２０分）
その他／同じ事案について再度の相談
　　　　はご遠慮ください。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

農地を所有しているかたへの
お願い

�������	
���

�������

　市役所窓口での相談や手続きの
際、お客様のプライバシー確保を
図るため、市役所本庁の窓口（収
納課、税務課、市民課、介護長寿
課、保険課、社会福祉課、商工観
光課、こども課）に仕切りパネル
を設置しました。また、収納課窓
口には、パーテーションで囲んだ
カウンターも設置しました。
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９
月
の
第
３
月
曜
日
は「
敬
老
の
日
」

で
す
。
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献

し
、
今
日
の
繁
栄
を
築
い
て
こ
ら
れ
た

高
年
齢
者
を
敬
愛
し
、
益
々
の
ご
長
寿

と
ご
健
康
を
お
祝
い
す
る
日
で
す
。

　
「
敬
老
の
日
」は
平
成　

年
ま
で
は
９

１４

月　

日
で
し
た
が
、
祝
日
法
の
改
正
に

１５
よ
り
平
成　

年
か
ら
現
在
の
第
３
月
曜

１５

日
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
偶
然
に

も
９
月　

日
と
な
り
ま
し
た
。

１５

　
「
敬
老
の
日
」
の
始
ま
り
は
、
昭
和　
２２

年
、
兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷
村
（
現
在

の
多
可
町
）
の
門
脇
政
夫
村
長
と
山
本

明
助
役
が
提
唱
し
た「
と
し
よ
り
の
日
」

が
始
ま
り
で
あ
る
と
、
知
人
で
あ
る
多

可
町
長
の
戸
田
善
規
さ
ん
か
ら
伺
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
老
人
を
大
切

に
し
、
年
長
者
の
知
恵
を
借
り
て
村
づ

く
り
を
し
よ
う
」
と
気
候
の
良
い
９
月

　

日
を
「
と
し
よ
り
の
日
」
と
定
め
て
、

１５敬
老
会
を
開
き
ま
し
た
。
ネ
ー
ミ
ン
グ

も
「
と
し
よ
り
」
か
ら
「
老
人
」
と
な

り
そ
の
後
「
敬
老
」
と
改
称
さ
れ
て
、

兵
庫
県
か
ら
全
国
に
広
ま
り
、
国
民
の

祝
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
８
月
１
日
の
、
住
民
基
本
台

帳
に
よ
る
那
珂
市
の　

歳
以
上
の
高
年

７５

齢
者
は
、
７
１
８
０
人
で
男
が
２
８
３

６
人
、
女
が
４
３
４
４
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

歳
の
米
寿
の
か
た
が
２
５
３

８８

人
（
男　

人
、
女
１
６
９
人
）
で
、
１

８４

０
０
歳
以
上
の
か
た
が　

人（
男
１
人
、

３５

女　

人
）
と
い
う
人
数
で
、
圧
倒
的
に

３４
女
性
が
長
生
き
し
て
い
ま
す
。
那
珂
市

の
最
高
年
齢
の
か
た
も
１
０
７
歳
で
お

二
人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
共
に
女

性
の
か
た
で
す
。

　

哺
乳
類
は
老
化
が
始
ま
る
直
前
の
成

長
点
（
年
齢
）
の
５
倍
生
き
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
を
、
あ
る
学
者
が
説
い
て
い

ま
す
。
人
間
も
哺
乳
類
で
、
老
化
が
始

ま
る
年
齢
が　

歳
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

２６

の
で
、　

歳
×
５
倍
で
１
３
０
歳
が
寿

２６

命
と
な
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
ず
に
、
好
き
嫌
い

な
く
１
日　

種
類
以
上
の
食
物
を
摂
取

３０

し
、
腹
八
分
で
、
疲
れ
た
ら
休
む
生
活

に
徹
し
て
、
健
康
で
長
生
き
し
た
い
も

の
で
す
。

 

 
那
珂
市
長　�
�
�
�
�

� ������������������������������������

■コメント
　メンチは材料を鶏肉に変えて、丸めたらそ
のまま衣をつけずフライパンで焼けばヘル
シーつくねになります。
　スープはお好みのもので食べてください。
（写真はかき玉豆腐の中華スープ）

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

成人食部会の皆さん

キャベツのメンチ
大豆の炊き込みごはん

ヘルスメイトさんが作る健康料理  １０８○

�
�
�
�

■作り方
キャベツのメンチ（１人分　３６３kcal／塩分０．８ｇ）
①玉ねぎ、人参はみじん切りにして炒める。（玉ねぎは、よく炒めると甘みが出
る）冷めたら豚ひき肉と合わせる。（玉ねぎ、人参は炒めずにレンジにかけて
もＯＫ）

②キャベツをみじん切りにして塩でもみ、しんなりさせてよく絞り①と合わせ
る。

③オクラは茹でて、薄い輪切りにして②に合わせる。Ａの調味料で味付けをし
粘りが出るまで練り混ぜ、１２等分にして小判形に丸める。

④小麦粉、溶き卵、パン粉の順に付け揚げる。
⑤千切りキャベツとトマト、レモンを添えて盛り付ける。

大豆の炊き込みごはん（１人分　２１６kcal／塩分０．９ｇ）
①米をとぎ炊飯器に入れ塩を加える。切干大根は戻して水けをきり、ザク切り
にする。

②水、切干大根、人参、大豆を加えスイッチを入れる。

■材料（４人分）
キャベツのメンチ
豚ひき肉�…………�２２０ｇ
玉ねぎ�……………�１５０ｇ
人参�…………………�６０ｇ
キャベツ�…………�１５０ｇ
オクラ�………………�２本
小麦粉�………………�適量
卵�……………………�適量
パン粉�………………�適量
揚げ油�………………�適量

パン粉�……………３０ｇ
卵�…………………１個
塩・こしょう
�…………………各少々
しょう油・砂糖
�……………各小さじ１

大豆の炊き込みごはん
米�………………�１．５合
塩�…………………少々
水�………………�２７０��
切干大根�…………２ｇ
人参みじん切り�…２０ｇ
大豆水煮�…………４０ｇ

�
�
�
�
��
�
�
�

Ａ
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【短　歌】那珂短歌会　片岡明選

水
戸
学
の
礎
学
ぶ
講
座
に
て
幽
谷
ゆ
か
り
の
芳
野
を
歩
く 

川　

上　

恵
美
子

日
中
の
雨
に
ノ
ル
マ
を
果
た
せ
ず
や
明
か
り
に
拠
り
て
油
蝉
鳴
く 

加　

藤　
　
　

要

夏
さ
な
か
穂
ば
ら
み
は
じ
め
し
陸
稲
が
風
に
波
立
ち
涼
し
さ
を
呼
ぶ 

大　

森　

勝　

代

勝
ち
負
け
の
先
に
あ
る
も
の
探
し
つ
つ
高
校
球
児
の
夏
は
過
ぎ
行
く 

梅　

沢　

悦　

子

炒
豆
を
美
味
し
い
ね
え
と
食
べ
た
る
は
五
歳
の
頃
の
午
後
の
お
や
つ
に 

塙　
　
　

紀　

子

履
く
ほ
ど
に
飛
び
交
う
蛍
を
谷
間
の
田
ん
ぼ
に
母
と
眺
め
し
杳
き
日 

小　

坂　

け
い
子

水
戸
の
空
を
洗
い
し
ご
と
く
雷
雨
去
り
黄
門
祭
り
花
火
上
が
れ
り 

草　

野　
　
　

豊

子
の
部
屋
に
冬
陽
さ
し
お
り
捲
ら
れ
ぬ
ま
ま
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
心
の
ゆ
ら
ぐ 

池　

田　

美
代
子

真
夏
日
の
列
車
の
汽
笛
に
驚
い
て
白
鷺
つ
ぎ
つ
ぎ
高
く
翔
び
た
り 

大　

森　
　
　

満

姉
逝
き
て
心
に
風
の
吹
き
止
ま
ず
無
為
に
時
間
の
過
ぎ
て
ゆ
く
な
り 

大　

森　

勝　

代

飛
び
て
来
し
セ
シ
ウ
ム
稲
の
穂
に
つ
き
て
良
か
ら
ぬ
噂
の
口
火
を
切
り
ぬ 

片　

岡　
　
　

明

秋
さ
れ
ば
揃
い
の
ド
ル
マ
ン
ス
リ
ー
ブ
に
装
い
妹
と
食
事
に
行
か
ん 

池　

田　

美
代
子

【俳　句】あせび句会

鮎
焼
い
て
ふ
る
里
自
慢
し
て
ゐ
た
り　
　
　

桜　

井　

筑　

蛙

健
や
か
の
願
ひ
を
込
め
て
梅
を
干
す　
　
　

飯　

島　

京　

子

豊
か
な
る
友
の
畑
で
紫
蘇
を
摘
む　
　
　
　

藤　

岡　

み
ち
子

丸
木
橋
渡
り
蛍
の
群
を
追
ふ　
　
　
　
　
　

筒　

井　

か
よ
子

峰
雲
や
術
後
の
運
動
グ
ー
チ
ョ
キ
パ
ー　
　

浅　

野　

と
し
子

街
角
の
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
夏
祭
り　
　
　
　

松　

井　

節　

子

百
日
紅
風
吹
き
抜
け
る
切
り
通
し　
　
　
　

高　

畠　

久
美
子

虹
の
橋
神
が
筆
と
る
絵
画
か
な　
　
　
　
　

小　

澤　

佐　

代

気
の
合
へ
る
四
人
で
挑
む
草
取
女　
　
　
　

益　

子　

春　

子

清
流
の
音
に
風
来
る
露
台
椅
子　
　
　
　
　

雨　

宮　

文　

枝

荒
梅
雨
に
鴉
も
影
を
ひ
そ
め
け
り　
　
　
　
�
　

野　

祝　

子

み
ん
み
ん
や
白
さ
際
だ
つ
天
守
閣　
　
　
　

宇
佐
美　

和　

子

妻
病
み
て
茄
子
の
ぐ
ん
ぐ
ん
太
り
け
り　
　

大　

森　
　
　

満

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。
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これからも
きょうだい仲良く笑顔でいてね。

元気いっぱいに育ってね！
いつも笑顔をありがとう。

お兄ちゃんに負けないように
スクスク育ってね。

［12か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。］

7/19
生まれ小佐畑来夢くん

らい む

7/5
生まれ大部修道くん

しゅう じ

7/14
生まれ横山陽和汰くん

ひ な た

再生紙と大豆油インキを使用しています。




